
第４回幹事会資料
令和６年度

日時 令和７年３月26日（水） 10時～12時
場所 佐賀県市町会館 ３階 大会議室C

佐賀県高度情報化推進協議会
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本日の次第
１ 開会
２ 挨拶
３ 議事

(1) 本年度の事業進捗について
(2) 次期中期推進項目について
(3) 令和7年度事業計画について
(4) 次期幹事等の構成員について
(5) 令和7年度定期総会について

１ 開会
２ 挨拶
３ 議事

(1) 本年度の事業進捗について
(2) 次期中期推進項目について
(3) 令和7年度事業計画について
(4) 次期幹事等の構成員について
(5) 令和7年度定期総会について

４ その他
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議事（１） 本年度事業進捗ついて

令和６年度事業実績

１．ＩＣＴに関する講演会等

(1)ＩＣＴ利活用先進事例視察

実施日： 令和７年３月１９日（水）
視察先： 美里町役場（熊本県美里町） 「書かない窓口」の視察

参加人数２９名（会員２５名 事務局４名）
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議事（１） 本年度事業進捗ついて

令和６年度事業実績

２．ＩＣＴ普及啓発事業

(1)ＩＣＴ利活用実証・体験促進事業

テーマ：「ＩＣＴ活用普及推進の人材育成・確保」に焦点をあて、「学校と企業
との接点づくり」とする。

（R7.1月～3月） (R7.4月以降）

R6.12.20 R7.2.7 R7.2.20 R7.3.24

はい

いいえ

今年度はここまで

【事業のイメージ】

～学校での企業説明会までの流れ～

学校での説明会
に参加希望する

学校との
説明会

事業実施の
参加確認

学校との調整
（マッチン

グ）

学校の授業で
企業説明会

（R6.12月ニーズ調査）
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議事（１） 本年度事業進捗ついて

令和６年度事業実績

２．ＩＣＴ普及啓発事業

(1)ＩＣＴ利活用実証・体験促進事業

【１】学校での企業説明会への参加希望有無のアンケートを実施した結果、
希望された会員様は下記６団体

①有限会社佐賀情報ビジネス ・・・２校とも参加希望
②名村情報ビジネス株式会社 ・・・２校とも参加希望
③株式会社佐賀電算センター ・・・唐津ビジネスカレッジのみ参加希望
④佐賀県トラック協会 ・・・２校とも参加希望
⑤ニシム電子工業株式会社 ・・・佐賀コンピュータ専門学校のみ参加希望
⑥嬉野市広報広聴課 ・・・２校とも参加希望

【２】上記６団体と学校との説明会を行った結果、参加決定は下記４会員
①名村情報システム株式会社 ・・・２校とも参加
②株式会社佐賀電算センター ・・・唐津ビジネスカレッジのみ参加
③ニシム電子工業株式会社 ・・・佐賀コンピュータ専門学校のみ参加
④嬉野市広報広聴課 ・・・２校とも参加
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議事（１） 本年度事業進捗ついて

令和６年度事業実績

２．ＩＣＴ普及啓発事業

(２)ＩＣＴ利活用推進団体支援事業

○ＩＣＴ利活用推進事業補助金交付
（中期推進項目に該当する事業への補助）
①ＩＣＴ利活用普及推進
②世代間デジタルデバイドの解消

※下記４団体へ交付（各200,000円）

事業内容会員名

スマホ基礎講座・相談会NＰＯ法人シニアネット佐賀

パソコン・スマホ等の困りごと相談会NPO法人シニア情報生活アドバイ
ザー佐賀

ドローンプログラミング体験等九州電力株式会社佐賀支店

生成AIを活用した親子向け絵本作り
体験

佐賀県中小企業団体中央会
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議事（１） 本年度事業進捗ついて

令和６年度事業実績

２．ＩＣＴ普及啓発事業

（３）情報モラル啓発イベント

＜啓発イベントの内容＞

〇開催日時 令和７年２月１日～令和７年２月２８日

〇開催場所 JR佐賀駅「TERAビジョン」

〇啓発内容 サイバー防犯ボランティア動画コンテスト作品の展示
（佐賀県ネットワーク・セキュリティ対策協議会と連携した
新規事業）



8

議事（２） 次期中期推進項目について

令和7年度及び令和8年度に重点的に取り組む方針に
ついて、協議いただきたい。

新型コロナウィルス感染症への対応でデジタル化をめぐる様々な課題が顕在化し、また、社会経済の持続的発展や
県民の幸福な生活を実現するうえでも、デジタル技術を最大限に活用していくことが今まで以上に求められている。
本協議会では、県民がデジタル社会の利便性を実感できる豊かで住みよい地域を実現するとともに、地域社会・経

済の健全な発展に資するため、多様な専門性を持つ会員間の情報の共有を図り、相互協力のもと、以下の中期推進
項目を積極的に進めていく。

① ＩＣＴ利活用普及推進
県民、県内事業者等に対しＩＣＴ利活用に主体的に取り組むことができる人材の育成やIＣＴの更なる利活用の

きっかけとなる情報の収集、調査、周知等を行う。また、社会のデジタル基盤となるマイナンバーカードの正しい
理解と利用の促進、そして、県民の誰もがデジタル技術の恩恵を受けられるよう世代間デジタルデバイドの解消に
必要な取組の企画立案を行う。

② 情報セキュリティ普及啓発
社会のニーズや技術の高度化を背景としたこれまで以上のＩＣＴ機器の発展及び利活用の多様化に伴い、適切な

情報セキュリティの知識を得られる普及啓発活動はより一層重要となるとともに、個人・企業ともに取り扱う情報
量や種類が増えていくにつれて、情報漏洩や不正操作といったリスクも高まっていくことから、引き続き情報セ
キュリティに関する普及啓発活動を継続していく。

③ Ⅾ✕（デジタル・トランスフォーメーション）推進
少子高齢化や2025年の崖といった社会課題の解決に向けて、ＩＣＴの利活用を戦略的に進めていく必要があり、
これまで前例のないＤＸを推進していくための「きっかけ」となる成功事例や人材育成に関する情報提供やＤＸ
実証事業を、関係機関、団体等と協力し進めていく。

＜令和５～６年度 中期推進項目＞
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議事（２） 次期中期推進項目について

中期推進項目として設定している３つの柱については、
継続して取り組みを行っていく必要があることから、現在
の中期推進項目の内容を継続としたい。

アンケート結果

今後取り組むべき分野 分野ごとの手法

１．ICT利活用
２．DX推進
３．セキュリティ

１．情報提供
２．人材育成
３．実証事業、普及啓発

回答数：６７ 回収率：約69%

3 セキュリティ
1 ICT利活用
マイナンバー
最先端技術
キャッシュレス

2 DX
未回答・その他
合計

①～③
40
55
14
34
4

46
8

201
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議事（３） 令和７年度事業計画について

令和７年度事業（案）令和６年度事業実績

１．ＩＣＴに関する講演会等

予算額：１，2００，０００円

〇ＩＣＴに関する講演会
予算額：1,0００，０００円

・第１回講演会：現地+web（総会後予定）
・第２回講演会：現地＋web（未定）

〇ＩＣＴ利活用先進事例視察
予算額：２００，０００円

時期：令和8年2月頃予定
視察先：未定

予算額：１，０００，０００円

〇ＩＣＴに関する講演会
決算額：687,922円
・第１回講演会：現地＋web（令和６年５月３０日）
・第２回講演会：現地+web（令和６年1０月３0日）

〇ＩＣＴ利活用先進事例視察
決算額：119,639円
時期：令和７年３月１９日
視察先：美里町役場（熊本県美里町）

２．ＩＣＴ普及啓発事業

(1)ＩＣＴ利活用実証・体験促進事業
予算額：５００，０００円

○県のイベント（サガシル）に参加する予定

○学校と企業の接点づくり

(1)ＩＣＴ利活用実証・体験促進事業
予算額：５００，０００円
決算額： ０円

○概 要：令和6年度からの事業。ICT活用普及推進の人材
育成・確保に焦点をあて学校と企業の接点づくりとし、学校
での企業の説明会を計画。本年度は、学校と企業のマッチ
ングまでとする。
〇学校と企業との事前説明会：令和7年2月7日実施
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議事（３） 令和７年度事業計画について

令和７年度事業（案）令和６年度事業実績

２．ＩＣＴ普及啓発事業

(2)ＩＣＴ利活用推進団体支援事業
予算額：８00,000円

○ＩＣＴ利活用推進事業補助金交付：３団体（R６に事前
アンケートで決定済み）２６万円ずつ配分交付予定

(2)ＩＣＴ利活用推進団体支援事業
予算額：８00,000円

決算額：８００，０００円

○ＩＣＴ利活用推進事業補助金交付：４団体に交付

(３)情報セキュリティ事業
予算額：変更なし

〇ネットの安全安心けいはつコンクール
変更なし

〇情報モラル啓発イベント
変更なし

〇ネットワーク・広報事業
変更なし

(３)情報セキュリティ事業
予算額：500,000円

〇ネットの安全安心けいはつコンクール
決算額： 0円
実行委員会として参画（共催）

〇情報モラル啓発イベント
決算額： １６０，６００円
けいはつコンクール受賞作品を用いた普及啓発

〇ネットワーク・広報事業
決算額： 286,550円
高情協HPの維持管理費用
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議事（３） 令和７年度事業計画について

令和７年度事業（案）令和６年度事業実績

３．会議費、事務費等

（４）会議費
予算額：１５０，０００円

〇会議室料値上げの状況を踏まえる

(４)会議費
予算額：120,000円
決算額：93,３６５円

（５）事務費
予算額：１６０，０００円

〇事務局のパソコンの廃棄代含む

(５）事務費
予算額：100,000円
決算額： 44,690円

〇通信費、産業振興機構会費

（６）予備費
予算額： ５７１，１０９円

（６）予備費
予算額：３０９，９７９円
決算額： 0円

合計 ３,８８１，１０９円合計 ２，１９２，７６６円
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議事（３） 令和７年度事業計画について

備考差引額6年度決算６年度予算科目

0２，６19，０００2,619,000会費収入

（0）（４５０，００0）（４５０，０００）県

（0）（６８４，０００）（６８４，０００）市町

（0）（1,485,000)（１，485,000）企業・団体・個人

0１４０，００0140,000助成金

1,066１，０９１25雑収入

0570,954570,954繰越金

1,0663,3３１，０４５3,329,979合計

令和６年度 収支決算（見込み）
＜収入＞
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議事（３） 令和7年度事業計画について

備考差引額６年度決算６年度最終
予算

科目

７４５，２８９２，０５４，７１１２，８００，０００幹事会直轄事業費

(１９２，４３９)(８０７，５６１）(１，０００，０００)ICTに関する講演会等

(５５２，８５０)(１，２４７，１５０)(１，８００，０００)ICT普及促進事業

２６，６３５９３，３６５120,000会議費

５５，３１０４４，６９０１00,000事務費

３０９，９７９0３０９，９７９予備費

１，１３７，２１３２，１９２，７６６３,３２９，９７９合計

令和６年度 収支決算（見込み）
＜支出＞

（収入）3,331,045円－（支出）2,192,766円＝1,138,279円
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議事（４） 次期幹事等の構成員について

次期幹事応募会員
（ 敬 省 略 ）

【 メディア・通信・電器など】
（継続） 西日本電信電話株式会社佐賀支店 副支店長 坂井 隆之
（継続） 九州電力株式会社佐賀支店 技術部通信ソリューショングループ

長 日當 裕二
（継続） ニシム電子工業株式会社佐賀支店 支店長 江頭 嘉則
（継続） 佐賀シティビジョン株式会社 営業部広告課課長 原田 陽介
（継続） 株式会社佐賀新聞社 統合編集本部メディア局コンテンツ部

部長 林 大介

【ソフトウェア・情報処理サービスなど】
（継続） 株式会社佐賀電算センター システム本部 システムサービス事

業部インフラビジネス部部長 富崎 智彦
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議事（４） 次期幹事等の構成員について

次期幹事応募会員 （ 敬 省 略 ）

【ソフトウェア・情報処理サービスなど】
（継続） 株式会社プライム 企画営業部部長 青木 孝広
（継続） 有限会社佐賀情報ビジネス 代表取締役 江島 光代

【市民社会組織・個人】
（継続） 特定非営利活動法人シニア情報生活アドバイザー佐賀 理事長

坂井 民雄
【各種団体・学校】
（継続） 公益財団法人佐賀県産業振興機構 副理事長 林 靖生
(継続） 唐津ビジネスカレッジ 教頭 下木 祐二
(継続） 佐賀コンピュータ専門学校 事務長 堤 和義
(継続) 佐賀大学 経済学部 部長 羽石 寛志
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議事（４） 次期幹事等の構成員について

次期幹事応募会員 （ 敬 省 略 ）

【地方自治体・特別会員】
（交代） 嬉野市
(交代） 太良町
（継続） 佐賀県ネットワーク・セキュリティ対策協議会 事務局 本村 真一
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 開催案
令和７年６月２日(月）「ホテルマリターレ創世」
・１部 定期総会 14：00～14：45
・２部 講演会 15：00～17：00
・懇親会 17：15～18：45

議事（５） 令和７年度定期総会について



（議事６）
令和５年度定期総会について
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＜総会＞ 14：00～14：45
１ 開会
２ 議事

第１号議案 役員の選任について
第２号議案 令和６年度事業報告について
第３号議案 令和６年度収支決算について
第４号議案 令和７年事業計画（案）について
第５号議案 令和７年度収支予算（案）について

３ その他
４ 閉会

＜休憩＞ 14：45～15：00

＜講演会＞ 15：00～17：00
講演１ 15：00～15：50
講演２ 16：10～17：00

＜懇親会＞ 17：15～18：45

議事（５） 令和７年度定期総会について



その他

○令和７年度第１回幹事会について
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